
９．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

\ 運営費交付金債務の増減の明細

（単位：円）

交 付 年 度 期 首 残 高 交付金当期交付額
当 期 振 替 額

期 末 残 高
運営費交付金収益 資産見返運営費交付金 資 本 剰 余 金 小 計

平 成 22 年 度 ` 167¶936¶790¶000 133¶845¶476¶938 16¶870¶688¶353 1¶652¶490 150¶717¶817¶781 17¶218¶972¶219

合 計 ` 167¶936¶790¶000 133¶845¶476¶938 16¶870¶688¶353 1¶652¶490 150¶717¶817¶781 17¶218¶972¶219

~ 法人全体損益計算書における運営費交付金収益は、一部相殺して表示しております。

相殺額については、15．区分経理に関する書類_|に記載しております。

] 運営費交付金債務の当期振替額の明細

{平成22年度交付分

（単位：円）

区 分 金 額 内 訳

費用進行基準によ
る振替額

運 営 費 交 付 金 収 益 133¶845¶476¶938 {費用進行基準を採用した業務：全ての業務

資 産 見 返 運 営 費 交 付 金 16¶870¶688¶353
|当該業務に係る損益等

資 本 剰 余 金 1¶652¶490

ア）損益計算書に計上した費用の額：139¶916¶813¶731

計 150¶717¶817¶781

（職員等給与費：33¶507¶540¶132、法定福利費：6¶704¶983¶604、役務費：19¶099¶813¶936、その他の経費：
80¶604¶476¶059）

イ）自己収入に係る収益計上額：6¶071¶336¶793

（廃棄物処理処分負担金収益：3¶833¶436¶243、共同施設利用収入：393¶508¶559、ガラス固化技術開発施設
収入：429¶022¶003、その他の収益：1¶415¶369¶988）

ウ）資産の取得額：16¶870¶688¶353

（建物：590¶885¶929、機械・装置：1¶379¶871¶487、工具・器具・備品：2¶843¶725¶836、建設仮勘定：
11¶180¶651¶057、その他の資産：875¶554¶044）

エ）非償却資産の取得額：1¶652¶490

（敷金・保証金：1¶531¶420、その他の資産：121¶070）

合 計 150¶717¶817¶781

^ 運営費交付金債務残高の明細

（単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

平 成 22 年 度 費用進行基準を採用した業務に係る分 17¶218¶972¶219 〇全ての業務で費用進行基準を採用している。

〇運営費交付金債務残高の発生理由は、翌事業年度への契約済繰り越し及び契約差額が生じたことによる経費
の減少等に伴い、運営費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。（注：運営費交付
金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとしている。）なお、本事業年度に実施すべき業務に
ついては、一部契約済繰り越しが発生しているが、中期計画で予定した業務に影響を与えるものではない。

〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化等する予定である。
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